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研究報告・ワークショップ実施報告： 
 
	 マントル物質の熱拡散率と熱伝導率の測定を高圧力下で行っている。今回エンスタタイ

ト（タンザニア産、#Mg90）の<001>方向の再測定をした。測定方法はこれまでと同じくパ
ルス加熱法で、短い円柱状試料の直径は 2.6mm、３枚合わせた高さは 0.6 mm、これを１辺
14 mmのマグネシア圧力媒体に仕込み、先端切り落とし 8 mmのアンビルで USSA-5000に
より加圧した。ところが、試料の加熱を始めたところで温度制御のソフトウェアの調子が

悪くなり昇温できなくなった。常温で加圧していって最大圧力まで達したしたところ温度

制御機能が回復した。図１に熱拡散率の圧力変化を示す。前の測定とほぼ同じ結果となっ

た。エンスタタイトの熱伝導の異方性は予想したほど大きくはないようで、これは

Hofmeisterや Chaiの結果より小さい。また、値そのものもかなり違う。図２に熱拡散率と
熱伝導率の温度変化を示す。前の熱拡散率の結果と同様に 900 K付近から値の増加傾向が
見られる。 
	 ところで、往々にして試料の熱電対起電力の記録にパルス加熱による温度変化のピーク

に先立ち説明のつかないような突起が現れる。本実験のように試料が薄くまた熱伝導率が

高いときにはこれが温度変化のピークに近くなって測定値を求めるための解析の邪魔にな

る（図３）。測定値への影響を少なくするべく加熱パルスの時間を加熱開始からピークまで

の時間の 1/10以下にしていたのであるが、これを大きくしていったところ突起がかなり小
さくなりかつ時間軸上で小さい方に移動した（図４）。加熱パルスの時間をやや大きくして

も熱伝導率・熱拡散率の値の違いは 2%ほどに収まる。突起があることによる解析への影響
のほうがこれより格段に大きいはずである。このやり方がいつでも適用できるものなのか



わからないが、そのような突起が現れたときには加熱パルスの時間を大きくしてみてこの

問題の回避を試みることにする。 
	 なお、分担者の張が下部マントルの構成物質であるフェロペリクレースの測定を行い投

稿中となっている（Youyue, Z., Yoshino, T., Osako, M., Effect of iron content on thermal 
conductivity of ferropericlase: implications for planetary mantle dynamics.）。また、張は下部マン
トルの最重要物質ブリジマナイトの測定にも成功し、こちらの論文は準備中である。 
 

 

 
 

図１：エンスタタイトの熱拡散率の圧力変化．菱
形が今回、破線が前回の結果． 
 図２：エンスタタイトの熱拡散率および熱伝導率

の温度変化（圧力 8.3 GPa）．両方とも 900 K付近
からやや増加の傾向が見られる． 

図３：パルス加熱による試料の温度変化記録．加
熱時間 0.558 ms （ピークまでの時間の約 1/12）．
ピークに先立ち突起が現れるために、これを含め
た区間をとっても（下左）またこれを避けて短い
区間をとっても（下右）、解析結果の信頼性が損
なわれる．しかしデータ点が多いために解析の誤
差は０と表示されている． 
 

図４：加熱時間を 1.8倍（0.996 ms）にした
ところ．突起はかなり小さくなり、その位
置も時間軸上の短い方に移動した．これに
より解析の信頼性が向上する． 
 


